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山陰地域の観光振興に向けた 

「インバウンド富裕層旅行者誘客促進プロジェクト」の開始について 
 

株式会社ドリームインキュベータ（東京都千代田区、代表取締役社長 三宅 孝之、以下 DI）は、株式会社

山陰合同銀行（取締役頭取 山崎 徹）およびエクスペリサス株式会社（東京都渋谷区、代表取締役丸山 

智義）と連携し、地域の観光振興を目的として「インバウンド（訪日外国人）富裕層旅行者向け高付加価値

観光コンテンツの企画および誘客促進プロジェクト」を開始しましたのでお知らせいたします。 

 

プロジェクトを通し、山陰の魅力的な観光資源を世界に通用するものへと磨き上げ、体験コンテンツ化してインバ

ウンド富裕層旅行者向けに発信することで、地域のブランド力、認知度の向上を図るとともに、実際に誘客促進も

図ることで、地域観光消費の拡大や持続可能な観光地域づくりに向けて貢献することを目指してまいります。 

 

■ 背景と課題 

日本政府は 2030 年までに訪日外国人数 6,000 万人、訪日外国人旅行消費額 15 兆円を目標としてお

り、主要都市圏のみならず地方においてもインバウンド富裕層向けの旅行市場は注目を集めています。 

一方で、山陰全域に豊富な観光資源が点在しつつも、現状富裕層旅行者向けのコンテンツは不足しており、

発信・受入体制についても不十分な状況です。また、今後地方間のインバウンド富裕層旅行者の誘客競争も激

化していくことが想定されています。 

 

■ DI が取り組む意義 

当社は「社会を変える 事業を創る。」というミッション実現に向け、国内外の大企業・政府系機関・スタートアッ

プ等と連動した社会課題解決型ビジネスプロデュースに広く取り組んで参りました。 

そんな中、本プロジェクトは、我が国が標榜する観光立国化・地方創生の高次元での両立を目指す、DI にとっ

ても新たなチャレンジであり、地域の人口増・観光事業を通した外貨獲得・地域経済活性化に資する取り組みで

あると考えます。 



 

 

本プロジェクトを契機に、当社はインバウンド観光領域においても、大企業・スタートアップ間の連携による新事業プ

ロデュースを通じ、山陰以外の地域も含めた日本全国へのビジネスプロデュース拡大・社会インパクトのスケールアッ

プを加速していまいります。 

 

 

■ 株式会社山陰合同銀行について（ https://www.gogin.co.jp/ ） 

1878 年の銀行創業以来、「地域の夢、お客様の夢をかなえる創造的なベストバンク」を経営理念に、山陰地

域のリーディングバンクとして、山陰から広島・岡山・兵庫・大阪・東京に拡がる広域な店舗網を通じ、リレーション

シップバンキングと地域貢献活動を展開することで、地域・お客様の課題解決に貢献する広域地方銀行。 

今回は、観光振興による山陰地域全体の更なる経済の活性化を目指し、「インバウンド富裕層旅行者向け高

付加価値観光コンテンツの企画および誘客促進プロジェクト」を主導。 

 

■ エクスペリサス株式会社について（ https://about.xperisus.com/ ） 

「旅・体験の高付加価値化を通じて、世界中に日本のファンを創出する」をビジョンに、高付加価値な体験の企

画・造成機能に加え、販売機能まで手掛ける“高付加価値体験のプロデュース × セールス” の先駆的企業。

官公庁事業において山陰地域の体験構築・販売を実現した経験を活かし、本プロジェクトでも高付加価値体

験の企画・造成・販売を担う。 

 

■ 株式会社ドリームインキュベータについて（ https://www.dreamincubator.co.jp/ ） 

ビジネスにおける最も普遍的で有益な戦略コンサルティングスキルと、インキュベーションで培われるリアルかつ当事

者的な経営力を融合することにより、「社会を変える 事業を創る。」をミッションに、新たな事業や産業の創造・

成長支援を行う「The Business Producing Company」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本リリースに関する問合先】 

株式会社ドリームインキュベータ コーポレートコミュニケーションチーム 

電話：03-5532-3200 / Email： info@dreamincubator.co.jp 
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